
証券コード：6200
2022年11月30日

株　主　各　位
（本　　店）
東京都千代田区神田小川町三丁目20番地
（東京本部）
東京都荒川区西日暮里四丁目19番12号
イ ン ソ ー ス 道 灌 山 ビ ル

代表取締役 執行役員社長 舟橋　孝之

１．日 時 2022年12月16日（金曜日）午前10時（受付開始は午前９時30分）
２．場 所 東京都千代田区丸の内一丁目7番12号　サピアタワー　5階

ステーションコンファレンス東京
※会場を前回から変更しておりますので、末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照いただ　　
き、お間違えのないようにご注意ください。
※当日はライブ配信を行いますので、３ページをご確認のうえ、ご利用をご検討ください。

３．目的事項
報告事項

１. 第20期（2021年10月１日から2022年９月30日まで）事業報告の内容、連結計算書類の内容
並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

２. 第20期（2021年10月１日から2022年９月30日まで）計算書類の内容報告の件

株主総会当日のお土産のご用意はございません

第20回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
　さて、当社第20回定時株主総会を下記の通り開催いたしますのでご通知申しあげます。

　なお、本総会は、新型コロナウイルス感染症拡大の抑制を図るため、会場の座席間隔を広げ、座席数を減らし
て開催いたします。そのため、当日ご来場いただいてもご入場できない場合がございます。株主総会当日は、ご
来場をお控えいただき、書面又はインターネット等による事前の議決権行使をお願い申しあげます。お手数なが
ら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、４～５ページの「議決権行使についてのご案内」に従いまして議決
権を行使いただきますようお願い申しあげます。

敬　具
記
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決議事項
第１号議案　剰余金の処分の件
第２号議案　定款一部変更の件
第３号議案　取締役8名選任の件
第４号議案　監査役1名選任の件

４．招集にあたっての決定事項
　代理人により議決権を行使される場合は、議決権を有する他の株主の方１名を代理人として株主総会にご
出席いただけます。ただし、代理権を証明する書面のご提出が必要となりますので、ご了承ください。

以　上

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出いただき、この「招集ご通知」を議事資料として会場
にご持参くださいますようお願い申しあげます。
◎本株主総会招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、次の事項につきましては、法令及び当社定款第18条の規定に基づき、イン
ターネット上の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、本招集ご通知の添付書類には記載しておりません。したがって、本招集ご
通知の添付書類は、監査報告書を作成するに際し、監査役及び会計監査人が監査をした書類の一部であります。
１．業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
２．連結株主資本等変動計算書
３．連結注記表
４．株主資本等変動計算書
５．個別注記表
◎株主総会参考書類、事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイト
（https://www.insource.co.jp/ir/index.html）に修正後の事項を掲載いたします。
◎株主でない代理人及びご同伴の方など、株主以外の方は株主総会にご出席いただけませんので、ご注意くださいますようお願い申し
あげます。
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株主総会ライブ配信に関するご案内

お申込みフォーム：https://forms.office.com/r/j1CEQyWE68
お申込み受付時間：2022年12月15日（木曜日）午後5時30分まで

当社株主総会をご視聴いただくためには、事前申込みが必要となります。ご視聴を希望の方は、以下を必ずご確
認ください。

■１ 配信日時
2022年12月16日（金曜日）午前10時から株主総会終了時刻まで
※ライブ配信は、開始時刻20分前の午前９時40分頃に開始いたします。

■２ お申込み方法
下記ウェブサイトにアクセスしてください。ご氏名・メールアドレス・株主番号を登録後、メールアドレスに当日
のＵＲＬ・ＩＤ／パスワードをご案内いたします。

※当日はZoomを使用いたします。

■３ ご視聴に関する留意事項
・ライブ配信のご視聴は、会社法上の株主総会の正式な出席ではなく、ライブ配信内での議決権行使及びご質問・
ご意見などはお受けすることができませんので、あらかじめご了承ください。

・ご視聴は、株主様ご本人のみに限定させていただきます。
・ご使用の機器やネットワーク環境によっては、ご視聴いただけない場合がございます。
・インターネットの通信環境等により、映像及び音声の乱れ、配信の中断等の不具合が生じる場合がございますの
で、ご了承ください。

・ライブ配信の撮影・録画・録音・保存及びＳＮＳ等での公開は、固くお断りいたします。
・ご視聴いただく場合の通信料金等は、株主様のご負担となります。
・ご出席される株主様のプライバシーに配慮いたしまして、中継の映像は議長席及び役員席付近のみとさせていた
だきますが、やむを得ず株主様が映り込んでしまう場合がございます。あらかじめご了承ください。

■４ 当日のお問い合わせ先
　 ・ライブ配信のご視聴について：080ｰ4167ｰ1049
　 ・会場等について：03-5809-0170

※Zoomの名称及びロゴは、Zoom Video Communications, Inc.の米国及び日本を含むその他の国における商標または登録商標です。
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議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆様の大切な権利です。
後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申しあ
げます。
議決権を行使する方法は、以下の3つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

インターネットで議決権を
行使される場合

同封の議決権行使書用紙を会場受付
にご提出ください。

同封の議決権行使書用紙に議案に対
する賛否をご表示のうえ、切手を貼
らずにご投函ください。

次ページの案内に従って、議案の賛
否をご入力ください。

日　時 行使期限 行使期限

2022年12月16日（金曜日）
午前10時（受付開始：午前９時30分）

2022年12月15日（木曜日）
午後５時30分到着分まで

2022年12月15日（木曜日）
午後５時30分入力完了分まで

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内
こちらに議案の賛否をご記入ください。
第１・２・４号議案

● 賛成の場合 「賛」の欄に〇印
● 反対する場合 「否」の欄に〇印

第3号議案

● 全員賛成の場合 「賛」の欄に〇印
● 全員反対する場合 「否」の欄に〇印
● 一部の候補者に反対する場合

「賛」の欄に〇印をし、
反対する候補者の番号を
ご記入ください。

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード

※議決権行使書用紙はイメージです。

見 本

書面（郵送）及びインターネットの両方で議決権行使をされた場合は、インターネットによる議決権行使を有効な議決権行使としてお取り扱いいたし
ます。また、インターネットにより複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。
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インターネット等による議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法 ログインID・仮パスワードを
入力する方法

議決権行使書用紙に記載のログインID、仮パスワードを入力す
ることなく、議決権行使サイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://evote.tr.mufg.jp/

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

QRコードを用いたログインは1回に限り可能
です。
再行使する場合、もしくはQRコードを用いずに議決権を
行使する場合は、右の「ログインID・仮パスワードを入力
する方法」をご確認ください。

議決権行使書用紙に記載のQRコードを読み取ってください。1

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議　 決　権 　の　数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議決 権行使書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード
XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXXXXXXX

○○○○○○○○○○○○○○

ログイン用QRコード

ログインIDログインID

仮パスワード仮パスワード

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議　 決　権 　の　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議決権行使書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード

※ 「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

見 本

見 本

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。4

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

※操作画面はイメージです。

新しいパスワードを登録する。3

「新しいパスワード」
を入力

「送信」を
クリック

議決権行使書用紙に記載された「ログインID・仮パスワード」
を入力しクリックしてください。

2

「ログインID・仮パス
ワード」を入力

「ログイン」を
クリック

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク
0120－173－027

（通話料無料／受付時間 9：00～21：00）
機関投資家の皆様は、株式会社ICJが運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことが可能です。
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第１号議案 剰余金の処分の件

株主総会参考書類
議案及び参考事項

　当社は配当の基本方針を「株主の皆様から長期にご支援いただけるよう配当性向40％を目途に業績に連動し
た配当を継続して実施していく」こととしております。2022年９月期の配当金につきましては、１株当たり21
円50銭（普通配当における配当性向40.5％）といたしたいと存じます。

(1) 配当財産の種類
金銭

(2) 株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額
当社普通株式１株につき金21.5円　総額905,088,833円

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日
2022年12月19日（月）

第２号議案 定款一部変更の件
　当社定款を以下の通り変更したいと存じます。

１．変更の理由
　　「会社法の一部を改正する法律」（令和元年法律第70号）附則第1条ただし書きに規定する改正規定が
2022年９月１日に施行されましたので、株主総会資料の電子提供制度導入に伴い、次のとおり当社定款を変
更するものであります。

（１）変更案第18条第１項は、株主総会参考書類等の内容である情報について、電子提供措置をとる旨を定め
　　　るものであります。

（２）変更案第18条第２項は、書面交付請求をした株主に交付する書面に記載する事項の範囲を限定するため
　　　の規定を設けるものであります。

（３）株主総会参考書類等のインターネット開示とみなし提供の規定（現行定款第18条）は不要となるため、
　　　これを削除するものであります。

（４）上記の削除に伴い、附則を設けるものであります。

２．変更の内容
　　　変更の内容は、以下の通りです。
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現行定款 変更案
（株主総会参考書類等のインターネット開示とみな
し提供）
第18条　当会社は、株主総会の招集に際し、株主
総会参考書類、事業報告、計算書類および連結計算
書類に記載または表示をすべき事項に係る情報を、
法務省令に定めるところに従いインターネットを利
用する方法で開示することにより、株主に対して提
供したものとみなすことができる。

＜新設＞

＜新設＞

＜削除＞

（電子提供措置等）
第18条　当会社は、株主総会の招集に際し、株主総
会参考書類等の内容である情報について、電子提供
措置をとるものとする。
２　当会社は、電子提供措置をとる事項のうち法務
省令で定めるものの全部または一部について、議決
権の基準日までに書面交付請求した株主に対して交
付する書面に記載しないことができる。

（附則）
 １．2022年９月１日（以下「施行日」という）か
ら６か月以内の日を株主総会の日とする株主総会に
ついては、定款第18条（株主総会参考書類等のイン
ターネット開示とみなし提供）はなお効力を有す
る。
２．本附則は、前項の株主総会の日から３か月を経
過した日後にこれを削除する。 

（下線は変更部分を示します）
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第３号議案 取締役８名選任の件

１
　

ふ な

舟
は し

橋  
た か

孝
ゆ き

之（1964年４月３日生）
　

再 任
▌所有する当社の株式数 2,684,010株
　

▌略歴、地位及び担当

    1988年    4 月 株式会社三和銀行（現株式会社三菱UFJ銀
行）入行

    2001年    8 月 株式会社プラザクリエイト入社
    2002年    11月 当社代表取締役
    2015年    8 月 当社代表取締役執行役員社長（現任）
    2021年    7 月 株式会社インソースマーケティングデザイン

取締役（現任）
    2022年    3 月 ミテモ株式会社取締役（現任）　

▌重要な兼職の状況

株式会社インソースマーケティングデザイン取締役
ミテモ株式会社取締役

２
　

か わ

川
ば た

端  
く

久
み

美
こ

子（1968年８月30日生）
　

再 任
▌所有する当社の株式数 1,601,000株
　

▌略歴、地位及び担当

    2002年    11月 当社取締役
    2015年    8 月 当社取締役執行役員常務（現任）
    2016年    12月 ミテモ株式会社取締役
    2020年    2 月 株式会社らしく取締役（現任）　

▌重要な兼職の状況

株式会社らしく取締役

　本株主総会終結の時をもって取締役８名全員が任期満了となります。つきましては、取締役８名の選任をお願
いするものであります。
　取締役候補者は、次の通りであります。
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３
　

ふ じ

藤
も と

本  
し げ

茂
お

夫（1965年３月６日生）
　

再 任
▌所有する当社の株式数 98,990株
　

▌略歴、地位及び担当

    1988年    4 月 ソニー株式会社（現ソニーグループ株式会
社）入社

    2007年    4 月 ソニーコミュニケーションネットワーク株式
会社（現ソニーネットワークコミュニケーシ
ョンズ株式会社）入社

    2012年    1 月 当社執行役員（現任）
    2015年    12月 当社取締役（現任）
    2016年    12月 ミテモ株式会社取締役
    2018年    7 月 株式会社らしく取締役
    2019年    4 月 当社グループ経営管理部長（現任）
    2019年    10月 株式会社インソースデジタルアカデミー取締

役（現任）
    2019年    12月 株式会社未来創造＆カンパニー取締役（現

任）　

▌重要な兼職の状況

株式会社未来創造＆カンパニー取締役
株式会社インソースデジタルアカデミー取締役

４
　

さ わ

澤
だ

田  
て つ

哲
や

也（1981年12月12日生）
　

再 任
▌所有する当社の株式数 23,070株
　

▌略歴、地位及び担当

    2007年    6 月 当社入社
    2012年    6 月 ミテモ株式会社代表取締役（現任）
    2016年    4 月 当社取締役（現任）
    2020年    12月 株式会社未来創造＆カンパニー代表取締役社

長　

▌重要な兼職の状況

ミテモ株式会社代表取締役
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５
　

か な

金
い

井  
だ い

大
す け

介（1978年８月４日生）
　

再 任
▌所有する当社の株式数 176,300株
　

▌略歴、地位及び担当

    2002年    3 月 株式会社明和地所入社
    2003年    7 月 株式会社一広（現株式会社一広グループホー

ルディングス）入社
    2006年    5 月 当社入社
    2015年    2 月 当社執行役員（現任）
    2019年    12月 当社取締役（現任）
    2019年    12月 株式会社未来創造＆カンパニー取締役
    2020年    12月 ミテモ株式会社取締役　

▌重要な兼職の状況

６
　

ふ じ

藤
お か

岡  
ひ で

秀
の り

則（1952年10月5日生）
　

社 外 再 任
▌所有する当社の株式数 0株
　

▌略歴、地位及び担当

    1976年    4 月 日本マランツ株式会社入社
    1983年    1 月 株式会社第二精工舎（現セイコーインスツル

株式会社）入社
    2008年    4 月 理想科学工業株式会社入社
    2008年    6 月 理想科学工業株式会社取締役
    2014年    4 月 ローランドディー．ジー．株式会社入社
    2014年    6 月 ローランドディー．ジー．株式会社取締役
    2021年    12月 当社社外取締役（現任）　

▌重要な兼職の状況

７
　

か ん

上
ばやし

林  
の り

憲
お

雄（1965年８月１日生）
　

社 外 再 任
▌所有する当社の株式数 3,750株
　

▌略歴、地位及び担当

    1992年    7 月 神戸大学経営学部助手
    1994年    8 月 神戸大学経営学部助教授
    2005年    4 月 神戸大学大学院経営学研究科教授（現任）
    2014年    12月 当社社外取締役（現任）
    2018年    4 月 神戸大学大学院経営学研究科長・教授
    2019年    9 月 日本経営学会理事長
2021年    4 月 経営関連学会協議会理事長（現任）　

▌重要な兼職の状況

神戸大学大学院経営学研究科教授
経営関連学会協議会理事長
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８
　

ひ ろ

廣
と み

冨  
か つ

克
こ

子（1967年４月18日生）
　

社 外 再 任
▌所有する当社の株式数 0株
　

▌略歴、地位及び担当

    1990年    4 月 住友ビジネスコンサルティング株式会社入社
    1994年    1 月 オール日本スーパーマーケット協会（コプロ

株式会社）入社
    2003年    10月 株式会社パワー・インタラクティブ入社
    2006年    4 月 株式会社パワー・インタラクティブ執行役員

（現任）
    2008年    7 月 株式会社パワー・インタラクティブ取締役(現

任)
    2019年    12月 当社社外取締役（現任）　

▌重要な兼職の状況

株式会社パワー・インタラクティブ取締役執行役員

（注）１. 各候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
２. 藤岡秀則氏、上林憲雄氏及び廣冨克子氏は社外取締役候補者であります。
３. 藤岡秀則氏を社外取締役候補者とした理由は、同氏は大手印刷機製造販売企業をはじめとした複数の企業の取締役として

の豊富な経験を有しており、その豊富な事業経験、卓越した見識を活かして専門的な観点から取締役の職務執行に対する
監督、助言等いただくこと、及び客観的・中立的立場で当社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定について関与、監督
等いただくことを期待したためであります。

４. 上林憲雄氏を社外取締役候補者とした理由は、同氏は人的資源管理・人事労務管理等について、研究者として豊富な知見
を有しており、引き続き当該知見を活かして専門的な観点から取締役の職務執行に対する監督、助言等いただくこと、及
び客観的・中立的立場で当社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定について関与、監督等いただくことを期待したため
であります。なお、同氏は過去に社外役員になること以外の方法で会社の経営に関与された経験はありませんが、上記の
理由により、社外取締役として、その職務を適切に遂行できるものと判断しております。

５. 廣冨克子氏を社外取締役候補者とした理由は、同氏はデジタルマーケティングコンサルティング分野について豊富な知見
を有しており、引き続き当該知見を活かして専門的な観点から取締役の職務執行に対する監督、助言等いただくこと、及
び客観的・中立的立場で当社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定について関与、監督等いただくことを期待したため
であります。

６. 藤岡秀則氏は現に当社の社外取締役であり、その就任してからの年数は本株主総会終結の時をもって１年であります。
７. 上林憲雄氏は現に当社の社外取締役であり、その就任してからの年数は本株主総会終結の時をもって８年であります。
８. 廣冨克子氏は現に当社の社外取締役であり、その就任してからの年数は本株主総会終結の時をもって３年であります。
９. 当社は藤岡秀則氏、上林憲雄氏及び廣冨克子氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員と指定し、同取引所に届け出て
おり、本議案が原案通り承認された場合、各氏は引き続き独立役員となる予定です。

10. 当社と藤岡秀則氏、上林憲雄氏及び廣冨克子氏は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠
償責任を限定する契約を締結しております。本議案が原案通り承認された場合にはこれを継続する予定であります。

11. 当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結しており、当該保険契約
の内容の概要は、会社役員に関する事項４-２.に記載の通りです。各取締役候補者の選任が承認されますと、当該保険契約
の被保険者に含められることとなります。また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しておりま
す。
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第４号議案 監査役１名選任の件

　

な か

中
は ら

原  
く に

國
ひ ろ

尋（1974年2月19日生）
　

社 外 新 任
▌所有する当社の株式数 0株
　

▌略歴、地位

2000年10月 監査法人トーマツ（現有限責任監査法人トー
マツ）入所

2004年 ４月 公認会計士登録
2006年10月 株式会社レキシコム代表取締役（現任）
2012年 ４月 青山学院大学大学院会計プロフェッション研

究科客員教授
2012年10月 税理士登録
2015年 ４月 中央大学専門職大学院国際会計研究科特任准

教授
2015年 ７月 国立研究開発法人日本医療研究開発機構契約

監視委員会委員（現任）
2017年 ４月 中央大学専門職大学院国際会計研究科特任教

授　

▌重要な兼職の状況

中原公認会計士・税理士事務所所長
株式会社レキシコム代表取締役

　監査役山下守氏は、本総会終結の時をもって監査役を辞任いたしますので、監査役１名の選任をお願いするも
のであります。なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。
　監査役候補者は、次の通りであります。

（注）１. 中原國尋氏と当社との間に特別の利害関係はありません。
２. 中原國尋氏は社外監査役候補者であります。
３. 中原國尋氏を社外監査役候補者とした理由は、主に公認会計士及びシステム監査技術者としての専門的知識と実務経験を

有していることから、社外監査役としての職務を適切に遂行いただけるものと判断したためです。
４. 中原國尋氏は東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満たしており、同氏の選任が承認された場合には、独立役
員として指定する予定であります。

５. 中原國尋氏が監査役に選任された場合、当社は同氏との間で、当社定款及び会社法第427条第１項の規定に基づき、同法
第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。

６. 当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結しており、当該保険契約
の内容の概要は、会社役員に関する事項４-２.に記載の通りです。中原國尋氏の選任が承認されますと、当該保険契約の被
保険者に含められることとなります。また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。
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＜ご参考＞取締役および監査役の専門性と経験（スキルマトリックス）
　本招集ご通知記載の候補者を原案通りにご選任いただいた場合の取締役および監査役のスキルマトリックスは
以下の通りとなります。

■当社グループが取締役および監査役に期待する専門性
※各取締役および監査役が保有するスキル等のうち、主なもの最大８つに●印をつけています

氏名 舟橋
孝之

川端
久美子

藤本
茂夫

澤田
哲也

金井
大介

藤岡
秀則

上林
憲雄

廣冨
克子

田渕
文美

藤本
周平

飯塚
一雄

中原
國尋

役職 代表取締役
執行役員社長

取締役
執行役員常務

取締役
執行役員 取締役 取締役

執行役員 社外取締役 社外取締役 社外取締役 常勤
社外監査役 監査役 社外監査役 社外監査役

企業経営 経営経験 ● ● ● ● ● ●

スピード判断 外部環境の変化に対する瞬時の行動 ● ● ● ● ●

財務 資金を借りた、集めた経験 ● ● ● ● ●

業績拡大 事業での業績拡大経験 ● ● ● ● ●

新規事業 ０から事業を起こした経験 ● ● ● ●

コスト削減 業務プロセスの効率化（販管費の削減） ● ● ● ●

リスクマネジメント 法令順守、社会的責任ルールへの積極的順守 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

組織マネジメント 資源配分、人員配置、採用の経験 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

営業拡大 営業戦略と顧客の開拓、既存顧客の積み増し ● ● ● ● ●

コンテンツ開発 コンテンツ開発の経験 ● ● ● ● ● ● ● ●

講師 登壇経験 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コンサルティング コンサルティングの経験 ● ● ● ● ● ●

IT、テクノロジー 生産性の高い仕組みづくり ● ● ● ● ●

海外での事業経験 海外勤務、海外での事業経験 ● ●

※上記一覧は、取締役および監査役が有するすべての知識・経験・能力を表すものではありません。

以上
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氏名 舟橋
孝之

川端
久美子

藤本
茂夫

澤田
哲也

金井
大介

藤岡
秀則

上林
憲雄

廣冨
克子

田渕
文美

藤本
周平

飯塚
一雄

中原
國尋

役職 代表取締役
執行役員社長

取締役
執行役員常務

取締役
執行役員 取締役 取締役

執行役員 社外取締役 社外取締役 社外取締役 常勤
社外監査役 監査役 社外監査役 社外監査役

企業経営 経営経験 ● ● ● ● ● ●

スピード判断 外部環境の変化に対する瞬時の行動 ● ● ● ● ●

財務 資金を借りた、集めた経験 ● ● ● ● ●

業績拡大 事業での業績拡大経験 ● ● ● ● ●

新規事業 ０から事業を起こした経験 ● ● ● ●

コスト削減 業務プロセスの効率化（販管費の削減） ● ● ● ●

リスクマネジメント 法令順守、社会的責任ルールへの積極的順守 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

組織マネジメント 資源配分、人員配置、採用の経験 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

営業拡大 営業戦略と顧客の開拓、既存顧客の積み増し ● ● ● ● ●

コンテンツ開発 コンテンツ開発の経験 ● ● ● ● ● ● ● ●

講師 登壇経験 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コンサルティング コンサルティングの経験 ● ● ● ● ● ●

IT、テクノロジー 生産性の高い仕組みづくり ● ● ● ● ●

海外での事業経験 海外勤務、海外での事業経験 ● ●

※上記一覧は、取締役および監査役が有するすべての知識・経験・能力を表すものではありません。

以上
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１ 企業集団の現況に関する事項
1-1．事業の経過及びその成果

社会人教育市場は労働生産性向上やリスキリングへの取組み、ならびに人的資本経営を通じた企業価
値向上などを背景に底堅いニーズがあります。そのような中、コロナ禍による一時的な縮小がありまし
たが、当連結会計年度（自 2021年10月１日 至 2022年９月30日）の社会人教育市場はオンライン研
修の普及、4月以降は対面型研修の増加などにより回復傾向にあります。
この状況を受けて、当社グループではオンライン研修や人事サポートシステム・LMS（※1）
「Leaf」、eラーニング・動画などの非対面型サービスの強化に加え、対面型研修の営業強化および新
作研修開発を強化しました。また顧客セグメントにあわせた営業体制の構築および新サービスを開発・
リリースしました。

講師派遣型研修事業では、第２四半期にコロナ第６波の影響で官公庁を中心に延期・中止が発生した
ものの、第３四半期より民間企業・官公庁共に対面型研修が増加しました。また年間を通し、収益性の
高いDX研修が民間企業を中心に増加しました。その結果、研修実施回数は前年比19.1％増加し、オン
ライン研修の構成比は43.3％となりました。
公開講座事業では、2022年１月にリリースした新サービスである中小・成長企業向け教育プラン
「バリューパック」の好調により取引先が増加、また「Python学院」などのDX研修の伸長および対面
型研修増加により、総受講者数は前年比20.7％増加しました。総受講者数に占めるオンライン受講者
数の構成比は83.1％となり高い水準を維持しました。
ITサービス事業では、2022年９月末時点で「Leaf」の有料利用組織数が522組織（前年９月末比

110組織増、同26.7％増）となりました。ユーザー数は211万人を超え、Leaf月額利用料（MRR※2）
は堅調に増加、年間経常収益（ARR※3）は636百万円（前年比21.1％増）となりました。
その他事業では、eラーニングのニーズは堅調に増加、また2022年６月にリリースした動画教材の

簡易カスタマイズサービス「イージーオーダー」が好調に推移し、売上増になりました。加えて、
2021年７月に株式会社インソースマーケティングデザイン、2022年６月に株式会社ビー・エイ・エ
スのグループ化により、売上に寄与しました。
また販管費は、売上増加が人件費の伸びを上回り、販管費率は40.8％（前年比3.4pt減）となりまし
た。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は9,418,481千円（前期比25.6％増）、営業利益は
3,367,383千円（前期比40.1％増）、経常利益は3,346,340千円（前期比38.5％増）、親会社株主に
帰属する当期純利益は2,233,615千円（前期比42.2％増）となり、過去最高を更新しました。
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主　要　事　業　種　別 第19期（百万円） 第20期（百万円）
講 師 派 遣 型 研 修 事 業 3,797 4,665
公 開 講 座 事 業 1,827 2,218
I T サ ー ビ ス 事 業 1,022 1,197
そ の 他 事 業 853 1,337

※1　LMS（Learning Management System）：ｅラーニング視聴に必要な「学習（教育）管理システ
　　 ム」のこと
※2　MRR：Monthly Recurring Revenueの略称、月間経常収益
※3　ARR：Annual Recurring Revenueの略称。各期末月のMRRを12倍して算出

　また、事業種別毎の概況は次の通りです。
【主要事業種別毎売上高】

（注）当社グループは教育サービス事業の単一セグメントであり、セグメントに代えて事業種別毎に記載しております。

【事業種別毎売上高構成比】
第20期

その他
14.2％

講師派遣型研修
49.5％

売上高合計
（9,418百万円）

公開講座
23.6％

ITサービス
12.7％ ■講師派遣型研修事業

■公開講座事業
■ITサービス事業
■その他事業
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1-2．設備投資の状況
　当連結会計年度における設備投資の総額は695百万円であります。その主なものは建物の取得によるもの
であります。

1-3．資金調達等についての状況
　該当事項はありません。

区　　　　　分 第 17 期 第 18 期 第 19 期 第 20 期
(当連結会計年度)

売 上 高 (百万円) 5,608 5,119 7,501 9,418
親会社株主に帰属する当期純利益 (百万円) 835 445 1,571 2,233
１株当たり当期純利益 (円) 19.86 10.61 37.43 53.06
純 資 産 (百万円) 3,082 2,883 4,500 6,125

1-4．財産及び損益の状況

（注）1. 2019年9月1日、 2021年1月1日に株式分割を行っておりますが、第17期期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株
当たり当期純利益を算定しております。

2.「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、
当連結会計年度に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。
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名　　　　　称 出　資　比　率 主要な事業内容

ミテモ株式会社 100％
・コンテンツ事業（eラーニング等）
・制作事業（映像・スライド等）
・ワークショップ/コンサル事業

株式会社らしく 100％ ・人材紹介事業

株式会社未来創造＆カンパニー 100％ ・大企業向け選抜教育事業

株式会社インソースデジタルアカデミー 100％ ・IT関連の講師派遣型研修、公開
　講座など

株式会社インソースマーケティングデザイン 100％
・Webプロモーション
・ホームページ制作
・システム開発

株式会社ビー・エイ・エス 100％
・コールセンターサービス
・セットアップサービス
・ITサポートサービス

1-5．子会社の状況

（注）2022年6月１日付けで、株式会社ビー・エイ・エスをグループ化いたしました。

1-6．対処すべき課題
(1) 時代に即した商品・サービスの拡充
　人的資本経営／リスキリングなど、社会の関心・ニーズに応える研修コンテンツやサービスを、いち早く
開発することが必要と考えております。そのためにも、顧客セグメント別の営業・サービス開発体制の強化
を実施いたします。
(2) 人材確保
　中期経営計画の達成に向けては、全職種において人材の確保が不可欠であると考えております。そのため
にも、グループ人事部以外の部門も採用活動を実施し、営業、システムエンジニア（SE）、コンテンツク
リエイターを中心とした新卒採用・中途採用を強化いたします。並行して、グループ内インターン強化によ
り社員のDX人材化・多能工化を促進し、営業力・サービス開発力・ITスキルを兼ね備えたマルチスキルを
保有する人材の育成を推進して参ります。
(3) 講師の新規採用と育成
　売上規模の拡大に対して講師数、特にDX分野の採用と育成が急務と考えています。講師の採用部門の人
員増強および各営業拠点に育成対象講師を割り振り、講師の経験・実績づくりに営業全体で取り組んで参り
ます。
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1-7．主要な事業内容（2022年９月30日現在）
　社会人向け教育サービス事業（「『働く』を楽しくする」サービスの提供）を主たる事業としておりま
す。

・講師派遣型研修事業
・公開講座事業
・ITサービス事業（人事・総務部門のIT化、ストレスチェック支援サービス）
・その他事業

eラーニング（買い切り、レンタル、クラウド型eラーニング）・映像制作
コンサルティング（アセスメント、評価制度構築支援サービス、CS調査など各種調査）
オンラインセミナー事務代行
地方創生サービス
Webマーケティング
人材紹介（採用サービス事業）
コールセンターサービス、セットアップサービス、ITサポートサービス

名　称 所在地
本 店 東京都千代田区
東 京 本 部 東京都荒川区
営 業 所 等 北海道支社 (北海道札幌市) 東北支社 (宮城県仙台市)

新潟事業所 (新潟県新潟市) 宇都宮事業所 (栃木県宇都宮市)
土浦事業所 (茨城県土浦市) ITメディア・ラボ (東京都文京区)
白山ビル (東京都文京区) 駿河台事業所 (東京都千代田区)
新橋事業所 (東京都港区) 渋谷事業所 (東京都渋谷区)
大森スタジオ (東京都大田区) 町田事業所 (東京都町田市)
横浜支社 (神奈川県川崎市) 静岡事業所 (静岡県静岡市)
名古屋支社 (愛知県名古屋市) 京都事業所 (京都府京都市)
大阪支社 (大阪府大阪市) 神戸事業所 (兵庫県神戸市)
中四国支社 (広島県広島市) 九州ビル (福岡県福岡市)

1-8．主要な営業所及び従業員の状況（2022年９月30日現在）
(1) 主要な営業所等
①　当社
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名　称 所在地
ミ テ モ 株 式 会 社 東京都千代田区
株 式 会 社 ら し く 東京都千代田区
株 式 会 社 未 来 創 造 ＆ カ ン パ ニ ー 東京都千代田区
株式会社インソースデジタルアカデミー 東京都千代田区
株式会社インソースマーケティングデザイン 東京都千代田区
株 式 会 社 ビ ー ・ エ イ ・ エ ス 東京都千代田区

従　業　員　数 前連結会計年度末比増減
592名 65名増

従　業　員　数 前事業年度末比増減 平　均　年　齢 平均勤続年数
498名 34名増 36.5歳 4年4カ月

②　子会社

(2) 従業員の状況
①　企業集団の従業員の状況

（注）上記従業員数には、パート・アルバイトを含み派遣社員を除く臨時従業員の期末雇用人数である162名が含まれております。

②　当社の従業員の状況

（注）上記従業員数には、パート・アルバイトを含み派遣社員を除く臨時従業員の期末雇用人数である142名が含まれております
が、平均年齢及び平均勤続年数の計算には含めておりません。

1-9．主要な借入先及び借入額（2022年９月30日現在）
　主要な借入先に関しましては下記の通りです。
　・足利銀行　4,465千円

1-10. その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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　MSCI ESGレーティングは、企業の環境、社会、ガバナン
スに関する取り組みやリスク管理能力を分析し、最上位ラン
クAAAから最下位ランクCCCまでの７段階で評価するもの
です。最上位の「AAA」を獲得している日本企業は14社の
みであり、当社は２番目の「AA」を獲得いたしました
（2022年６月時点）

CCC B BB BBB A AA AAA

MSCI
ESG RATINGS

AA

＜ご参考＞ＥＳＧトピックス
　当社グループの事業目的は、働く人に関わる社会課題解決の支援です。「あらゆる人が『働く楽しさ・喜び』
を実感できる社会をつくる」を経営理念に掲げ、組織における課題解決を「研修」と「ＩＴ」の力でサポート
し、生産性向上に貢献しております。引き続き、社会の様々な課題解決に積極的に取り組み、地域社会の持続可
能な発展に努めて参ります。

■22年9月期の主な取り組み
Ｅ 環境
・22年2月　長期環境目標設定　～2030年にScope2を2020年度比50％削減の140t-CO2へ
・22年4月　研修事業（講師派遣型研修および公開講座）にて「電子テキストサービス」提供開始
　23年9月期も引き続き、TCFD提言への対応およびGHG削減に向け取り組みを強化して参ります。

Ｓ 社会
・21年10月　福祉団体の商品を集めたECサイト「mon champ（モンシャン）」を開設、4団体25種販売
・21年11月　荒川区と包括協定を締結、ひとり親家庭への特別講座を22年12月より計5回開催
・22年2月　生理の貧困対策支援プロジェクトを開始、3社90万円の寄付受付
　23年9月期は、立ち上げたECサイトやプロジェクトの拡大を目指して参ります。

Ｇ ガバナンス
・21年12月　指名報酬委員会設置
・22年5月　統合報告書2021発行
・22年7月　サステナビリティ委員会設置
　23年9月期も、透明性の高い経営を目指し、非財務情報を積極的に開示して参ります。

ＥＳＧに関する外部評価

※株式会社インソースのMSCI ESG Research LLCまたはその関連会社（MSCI）のデータの使用や、MSCIのロゴ、証憑、サービスマ
ークやインデックス名の使用は、MSCIによる株式会社インソースの後援、宣伝、販売促進を行うものではありません。MSCIのサー
ビスとデータは、MSCIまたはその情報プロバイダーの資産であり、現状を提示するものであり、保証するものではありません。
MSCIの名称とロゴは、MSCIの商標またはトレードマークです。
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２ 株式に関する事項（2022年９月30日現在）
2-1．発 行 可 能 株 式 総 数 150,000,000株
2-2．発 行 済 株 式 の 総 数 42,621,500株
2-3．当事業年度末の株主数 4,237名
2-4．大 株 主 （上位10名）

株　　　　主　　　　名 持　　株　　数（千株） 持　株　比　率（％）
株 式 会 社 ル プ ラ ス 12,679 30.12
日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 信 託 銀 行
株 式 会 社 （ 信 託 口 ） 5,346 12.70

株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ
銀 行 （ 信 託 口 ） 3,322 7.89

舟 橋 孝 之 2,684 6.38
川 　 端 　 久 美 子 1,601 3.80
Ｓ Ｔ Ａ Ｔ Ｅ  Ｓ Ｔ Ｒ Ｅ Ｅ Ｔ
Ｂ Ａ Ｎ Ｋ  Ａ Ｎ Ｄ  Ｔ Ｒ Ｕ Ｓ Ｔ
Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ Ａ Ｎ Ｙ  5 0 5 3 0 3

1,169 2.78

株 式 会 社 ブ レ イ ク 800 1.90

Ｓ Ｔ Ａ Ｔ Ｅ  Ｓ Ｔ Ｒ Ｅ Ｅ Ｔ
Ｂ Ａ Ｎ Ｋ  Ａ Ｎ Ｄ  Ｔ Ｒ Ｕ Ｓ Ｔ
Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ Ａ Ｎ Ｙ  5 0 5 0 1 9

743 1.77

GOVERNMENT　OF　NORWAY 546 1.30

Ｃ Ｒ Ｅ Ｄ Ｉ Ｔ  Ｓ Ｕ Ｉ Ｓ Ｓ Ｅ
（ＬＵＸＥＭＢＯＵＲＧ）Ｓ .Ａ . ／
Ｃ Ｕ Ｓ Ｔ Ｏ Ｍ Ｅ Ｒ  Ａ Ｓ Ｓ Ｅ Ｔ Ｓ ,
Ｆ Ｕ Ｎ Ｄ Ｓ  Ｕ Ｃ Ｉ Ｔ Ｓ

507 1.21

（注)　持株比率は、自己株式(524,345株）を控除して計算しております。
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2-5．当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に対し交付した株式の状況
　当社は、2021年12月17日開催の第19回定時株主総会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬制度を導入
いたしました。これを受け、2022年１月12日開催の取締役会において譲渡制限付株式報酬としての自己
株式の処分を決議し、同年２月１日付で取締役（社外取締役を除く。）５名に対し自己株式5,720株の処
分を行っております。

2-6. その他株式に関する事項
該当事項はありません。

３ 新株予約権等に関する事項
　該当事項はありません。

４ 会社役員に関する事項

氏　　　名 地位 担当及び重要な兼職の状況

舟　橋　孝　之 代 表 取 締 役
執行役員社長
ミテモ株式会社取締役
株式会社インソースマーケティングデザイン取締役

川　端　久美子 取 締 役 執行役員常務
株式会社らしく取締役

藤　本　茂　夫 取 締 役
執行役員
グループ経営管理部長
株式会社未来創造＆カンパニー取締役
株式会社インソースデジタルアカデミー取締役

澤　田　哲　也 取 締 役 ミテモ株式会社代表取締役

金　井　大　介 取 締 役
執行役員
グループ営業統括室長
営業本部長
オンライン事業部管掌

4-1．取締役及び監査役の氏名等（2022年９月30日現在）
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氏　　　名 地位 担当及び重要な兼職の状況

藤　岡　秀　則 取 締 役

上　林　憲　雄 取 締 役 神戸大学大学院経営学研究科教授
経営関連学会協議会理事長

廣　冨　克　子 取 締 役 株式会社パワー・インタラクティブ取締役執行役員

田　渕　文　美 常 勤 監 査 役

山　下　　　守 監 査 役

藤　本　周　平 監 査 役 藤本公認会計士事務所所長
ひびき監査法人代表社員

飯　塚　一　雄 監 査 役 飯塚法律事務所所長
株式会社カワタ社外取締役（監査等委員）

＜2022年３月８日付＞ （下線：変更箇所）
氏名 新 旧

舟　橋　孝　之
代表取締役　執行役員社長
ミテモ株式会社取締役
株式会社インソースマーケティン
グデザイン取締役

代表取締役　執行役員社長
株式会社インソースマーケティン
グデザイン取締役

（注）１. 取締役藤岡秀則氏、上林憲雄氏及び廣冨克子氏は、社外取締役であります。
２. 監査役田渕文美氏、山下守氏及び飯塚一雄氏は、社外監査役であります。
３. 取締役藤岡秀則氏、上林憲雄氏、廣冨克子氏、監査役田渕文美氏、山下守氏及び飯塚一雄氏は、子会社、大株主及び主要

な取引先の出身者等でないことから独立性が高く、当社は６氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として同取引所
に届け出ております。

４. 監査役藤本周平氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。
５. 当社と各社外取締役及び各社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を
限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、社外取締役、社外監査役ともに法令が定
める額としております。なお、当該責任限定が認められるのは、当該社外取締役又は社外監査役が責任の原因となった職
務の遂行について善意でかつ重大な過失がないときに限られます。

６. 以下の通り取締役の担当及び重要な兼職の異動がありました。
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氏名 新 旧

藤　本　茂　夫

取締役　執行役員
グループ経営管理部長
株式会社未来創造＆カンパニー取
締役
株式会社インソースデジタルアカ
デミー取締役

取締役　執行役員
グループ経営管理部長
ミテモ株式会社取締役
株式会社未来創造＆カンパニー取
締役
株式会社インソースデジタルアカ
デミー取締役

金　井　大　介

取締役　執行役員
営業統括室長
営業本部長
公開講座営業部管掌
オンライン事業部長
株式会社未来創造＆カンパニー取
締役

取締役　執行役員
営業統括室長
営業本部長
公開講座営業部管掌
オンライン事業部長
ミテモ株式会社取締役
株式会社未来創造＆カンパニー取
締役

＜2022年４月18日付＞ （下線：変更箇所）
氏名 新 旧

澤　田　哲　也 取締役
ミテモ株式会社代表取締役

取締役
ミテモ株式会社代表取締役
株式会社未来創造＆カンパニー代
表取締役社長

金　井　大　介
取締役　執行役員
グループ営業統括室長
営業本部長
オンライン事業部長

取締役　執行役員
営業統括室長
営業本部長
公開講座営業部管掌
オンライン事業部長
株式会社未来創造＆カンパニー取
締役
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＜2022年９月20日付＞ （下線：変更箇所）
氏名 新 旧

金　井　大　介
取締役　執行役員
グループ営業統括室長
営業本部長
オンライン事業部管掌

取締役　執行役員
グループ営業統括室長
営業本部長
オンライン事業部長

役名 職名 氏名

執行役員 グループコンテンツ開発部長 大畑　芳雄

執行役員
グループ営業統括室副室長
株式会社インソースデジタルアカデミー取締役
株式会社未来創造＆カンパニー取締役

癸生川　心

執行役員

ITサービス事業部長
ITサポート室管掌
株式会社インソースマーケティングデザイン取締
役
株式会社ビー・エイ・エス取締役

田中　俊

執行役員 グループ営業統括室副室長 松木　宏明

執行役員
グループ営業統括室副室長
エキスパート営業部長
プロセスオートメーション部長

帰山　智幸

執行役員

グループ総務部長
教務部長
グループ人事部管掌
社長室管掌
事業推進室管掌
ミテモ株式会社取締役

百瀬　康倫

７. 当社は業務執行機能の強化及び経営効率向上のため執行役員制度を導入しております。取締役を兼職しない執行役員の
2022年９月30日現在の状況は以下の通りであります。
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役名 職名 氏名

執行役員

業務部長
グループ経営管理部副部長
内部監査室管掌
株式会社らしく取締役
株式会社インソースデジタルアカデミー取締役

髙原　啓

執行役員
グループ営業統括室副室長
メディア事業部長
株式会社インソースマーケティングデザイン取締
役

小林　洋介

執行役員 公開講座部長
業務部副部長 藤田　英明

執行役員
グループ営業統括室副室長
エキスパート営業部長
教務部副部長
プロセスオートメーション部副部長

谷村　聖弌

執行役員
グループ営業統括室副室長
エキスパート営業部副部長
プロセスオートメーション部副部長
アライアンス推進室長

原　英樹

執行役員 営業統括室副室長 大澤　雅弘

4-2．役員等賠償責任保険契約の内容の概要
　当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険（D＆O保険）契約を保険会社との間で
締結しております。当該保険契約の被保険者の範囲は、当社の取締役、監査役であり、保険料は当社が全額負
担しており、被保険者の保険料負担はありません。当該保険契約では、被保険者である役員等がその職務の執
行に関し責任を負うこと、又は当該責任追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害について
補填することとされております。ただし、法令違反の行為であることを認識して行った行為に起因して生じた
損害は補填されないなど、一定の免責事由があります。
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4-3．取締役、監査役の報酬等
(1)　取締役の個人別の報酬等の内容の決定に関する方針等
　当社は、2022年１月12日開催の取締役会において当社取締役の報酬に関し決定方針を決議しておりま
す。当該取締役会への決議に際しては、あらかじめ決議する内容について指名・報酬委員会へ諮問し、答申
を受けております。
　また、取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、報酬等の内容の決定方法及び決
定された報酬等の内容が取締役会で決議された決定方針と整合していることや、指名・報酬委員会からの答
申が尊重されていることを確認しており、当該決定方針に沿うものであると判断しております。

　取締役会の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針等の内容の概要は次の通りであります。
①　基本方針
当社の取締役の報酬は、企業価値の持続的な向上を図るインセンティブとして十分に機能するよう会社業

績と連動した報酬体系とし、個々の取締役の報酬の決定に際しては各職責を踏まえた適正な水準とすること
を基本方針とする。具体的には、取締役（社外取締役を除く）の報酬は固定報酬としての基本報酬及び業績
連動報酬等としての賞与及び非金銭報酬（株式報酬）により構成し、監督機能を担う社外取締役について
は、その職務に鑑み、基本報酬のみを支払うこととする。
②　基本報酬の個人別の報酬等の額の決定に関する方針
当社の取締役の基本報酬は、月例の固定報酬とし、役位、職責、当社の業績等を考慮しながら、総合的に
勘案して決定するものとする。
③　業績連動報酬等の内容及び額又は数の算定方法の決定に関する方針
当社の取締役の業績連動報酬等は、事業年度ごとの業績向上に対する意識を高めるため業績指標（KPI）

を反映した現金報酬（賞与）とし、各事業年度の連結売上高及び連結営業利益の目標値に対する達成度合い
に応じて算出された額を毎年一定時期に支給する。目標となる業績指標とその値は、中期経営計画と整合す
るよう計画策定時に設定し、適宜、環境の変化に応じて見直しを行うものとする。
④　非金銭報酬の内容及び額又は数の算定方法の決定に関する方針
　当社の取締役（海外居住の取締役及び社外取締役を除く。）の非金銭報酬は、株主との一層の価値共有を
するとともに、中長期的な業績向上に対するインセンティブを有効に機能させることを目的に、譲渡制限付
株式を付与する。支給額は、株主総会において承認を得た譲渡制限付株式報酬として支給する金銭報酬債権
の総額の範囲内において、役位ごとに定められた基準に従い決定する。
⑤　基本報酬の額、業績連動報酬等の額及び非金銭報酬の額の取締役の個人別の報酬等の額に対する割合の
決定に関する方針
取締役（社外取締役を除く）の種類別の報酬割合については、上位の役位ほど業績連動報酬等のウェイト
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役　　　位 基本報酬 業績連動報酬等
（役員賞与） 株式報酬

代 表 取 締 役 30％ 50％ 20%

取 締 役
（社外取締役を除く） 60-70％ 20-30％ 10%

社 外 取 締 役 100％ ― ―

< 参 考 > 執 行 役 員 ・
子 会 社 代 表 取 締 役 60-80% 15-35% 5%

区 分 報 酬 等 の 総 額
報 酬 等 の 種 類 別 の 総 額

対 象 と な る
役 員 の 員 数基 本 報 酬 業 績 連 動 報 酬 等

（ 役 員 賞 与 ） 非 金 銭 報 酬 等

取 締 役
（うち社外取締役）

142百万円
（14百万円)

103百万円
（14百万円)

36百万円
（－)

  2百万円
（－)

８名
（３）

監 査 役
（うち社外監査役）

23百万円
（18百万円)

23百万円
（18百万円) － － ４名

（３）
合 計
（ う ち 社 外 役 員 ）

163百万円
（33百万円)

126百万円
（33百万円)

36百万円
（－) － 12名

（６）

が高まる構成とする。取締役会の委任を受けた代表取締役は種類別の報酬割合の範囲内で取締役の個人別の
報酬等の内容を決定することとする。
なお、報酬等の比率の目安は、以下の通りとする（KPIを100％達成の場合）。

⑥　取締役の個人別の報酬等の内容についての決定に関する事項
　個人別の報酬については取締役会決議に基づき代表取締役がその具体的内容について委任を受けるものと
し、その権限の内容は、各取締役の基本報酬の額、業績連動報酬等の額、非金銭報酬の額とする。取締役会
は、当該権限が代表取締役によって適切に行使されるよう指名報酬委員会に諮問し答申を得るものとし、上
記の委任をうけた代表取締役は、当該答申の内容に従い、また報酬の標準的な構成割合にも沿った上で、上
記の決定をしなければならない。
　代表取締役に委任した理由は、当社全体の業績等を勘案しつつ各取締役の担当部門について評価を行うに
は代表取締役が適していると判断したためである。

(2)　取締役、監査役の報酬等の額
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（注）1．取締役の報酬限度額は、2021年12月17日開催の第19回定時株主総会において、年額200百万円以内（うち社外取締役分
20百万円以内）と決議いただいております。当該株主総会終結時点の取締役の員数は8名（うち社外取締役は3名）で
す。また、金銭報酬とは別枠で、2021年12月17日開催の第19回定時株主総会において、株式報酬の額として年額40百
万円以内、株式数の上限を年17,500株（社外取締役は付与対象外）と決議しております。当該株主総会終結時点の取締
役（社外取締役を除く）の員数は、５名であります。

2．監査役の報酬限度額は、2015年12月18日開催の第13回定時株主総会において、年額25百万円以内と決議いただいてお
り、監査役の協議において決定しております。当該株主総会終結時点の監査役の員数は４名（うち社外監査役は３名）で
す。

3．業績連動報酬等として取締役に対して賞与を支給しております。
4．業績連動報酬等の額の算定の基礎として選定した業績指標の内容は、連結売上高及び連結営業利益の目標値であり、当該
指標を選択した理由は、連結売上高及び連結営業利益の目標値が業績向上に対する意識を高めるためであります。

5．業績連動報酬等の額の算定方法は、連結売上高及び連結営業利益の目標値の達成度合いに応じて算出しております。当連
結会計年度の当社グループの連結売上高は、9,418,481千円、連結営業利益は3,367,383千円であります。

6．非金銭報酬等の内容は当社の株式であり、割当ての際の条件等は「4-3 (1)　取締役の個人別の報酬等の内容の決定に関す
る方針等」のとおりであります。また、当事業年度における交付状況は「2-5．当事業年度中に職務執行の対価として会
社役員に対し交付した株式の状況」に記載しております。

7．取締役会は、代表取締役舟橋孝之に対し各取締役の基本報酬の額及び社外取締役を除く各取締役の担当部門の業績等を踏
まえた賞与の評価配分の決定を委任しております。委任した理由は、当社全体の業績等を勘案しつつ各取締役の担当部門
について評価を行うには代表取締役が適していると判断したためであります。

氏　　　名 重要な兼職の状況 当社との関係

上　林　憲　雄 神戸大学大学院経営学研究科教授
経営関連学会協議会理事長 特別の関係はありません。

廣　冨　克　子 株式会社パワー・インタラクティブ取締役
執行役員 特別の関係はありません。

飯　塚　一　雄 飯塚法律事務所所長
株式会社カワタ社外取締役（監査等委員） 特別の関係はありません。

4-4．社外役員の兼職その他の状況（2022年９月30日現在）
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区　　　分 氏　　　名 主な活動状況及び社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

取 締 役 藤　岡　秀　則
2021年12月17日就任以降、当事業年度の取締役会14回全てに出席し、
必要に応じて主に上場会社経営者としての豊富な経験と幅広い見識の観
点から発言を行っております。さらに、上記以外に任意の指名報酬委員
会に委員長として参加し、期待される役割を果たしております。

取 締 役 上　林　憲　雄
当事業年度の取締役会18回全てに出席し、必要に応じて主に人的資源管
理・人事労務管理の研究者としての専門的見地から発言を行っておりま
す。さらに、上記以外に任意の指名報酬委員会に参加し、期待される役
割を果たしております。

取 締 役 廣　冨　克　子
当事業年度の取締役会18回全てに出席し、必要に応じて主にデジタルマ
ーケティングコンサルティング企業の取締役としての豊富な経験から発
言を行っております。さらに、上記以外に任意の指名報酬委員会に参加
し、期待される役割を果たしております。

監 査 役 田　渕　文　美
当事業年度の取締役会18回全て、及び監査役会15回全てに出席し、必要
に応じて主にコンサルタントとしての経営監視の専門的見地から発言を
行っております。

監 査 役 山　下　　　守
当事業年度の取締役会18回全て、及び監査役会15回全てに出席し、必要
に応じて主に上場会社経営者としての豊富な経験と幅広い見識の観点か
ら発言を行っております。

監 査 役 飯　塚　一　雄
2021年12月17日就任以降、当事業年度の取締役会14回全て、及び監査
役会11回全てに出席し、必要に応じて主に弁護士としての企業法務の専
門的見地から発言を行っております。

4-5．各社外役員の当事業年度における主な活動状況
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５ 会計監査人に関する事項
5-1．会計監査人の名称 EY新日本有限責任監査法人

支　　払　　額

当社が支払うべき会計監査人としての報酬等の額 31,460千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の
利益の合計額 31,460千円

5-2．会計監査人に対する報酬等の額

（注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明
確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しており
ます。

２. 当社監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、会計監査人の監査計画
の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積もりの算出根拠などが適切であるかどうかについて必要な検証を行ったう
えで、会計監査人の報酬等の額につき、会社法第399条第１項の同意を行っております。

5-3．非監査業務の内容
　該当事項はありません。

5-4．会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　当社監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、株主
総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。
　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合は、当社監査役
会は監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、
解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨及びその理由を報告いたします。

5-5．会計監査人が受けた過去２年間の業務の停止の処分に係る事項
　該当事項はありません。
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連結貸借対照表（2022年９月30日現在）

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

（資　産　の　部） （負　債　の　部）

流動資産
現金及び預金
受取手形
売掛金
商品
仕掛品
前払費用
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物
減価償却累計額
建物（純額）
工具、器具及び備品
減価償却累計額
工具、器具及び備品（純額）
土地
建設仮勘定
無形固定資産
借地権
のれん
ソフトウエア
その他
投資その他の資産
投資有価証券
長期前払費用
敷金及び保証金
繰延税金資産
その他　

5,260,816
3,827,499

678
1,188,038

4,802
33,030
183,168
24,853
△1,256

3,468,974
2,427,011
1,290,823
△129,320
1,161,503
73,422

△53,716
19,706

1,179,658
66,143
446,657
305,984
36,118
104,207

346
595,304
72,012
83,527
139,378
299,602

784 　

流動負債 2,559,407

買掛金 161,232

未払金 578,232

未払法人税等 791,269

未払消費税等 199,240

前受金 730,681

預り金 80,781

その他 17,968

固定負債 44,945

資産除去債務 42,820

その他 2,125

負債合計 2,604,353

（純　資　産　の　部）

株主資本 6,120,670

資本金 800,623

資本剰余金 874,680

利益剰余金 4,895,118

自己株式 △449,751

その他の包括利益累計額 4,767

その他有価証券評価差額金 4,767

純資産合計 6,125,437

資産合計 8,729,790 負債・純資産合計 8,729,790

（単位：千円）

34



連結損益計算書（自　2021年10月１日　至　2022年９月30日）

科　　　　　　　　　　　　　目 金　　　　　　　　　　　　　額

売上高 9,418,481
売上原価 2,204,368

売上総利益 7,214,112
販売費及び一般管理費 3,846,729

営業利益 3,367,383
営業外収益

受取利息 38

受取配当金 340

雇用調整助成金 715

物品売却収入 1,444

基地局設置収入 2,008

保険解約返戻金 3,045

為替差益 1,456

その他 800 9,848

営業外費用

支払利息 509

株式報酬費用消滅損 29,297

その他 1,084 30,891

経常利益 3,346,340
特別損失

投資有価証券評価損 29,995 29,995

税金等調整前当期純利益 3,316,344
法人税、住民税及び事業税 1,166,523
法人税等調整額 △83,794 1,082,729

当期純利益 2,233,615
親会社株主に帰属する当期純利益 2,233,615

（単位：千円）
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貸借対照表（2022年９月30日現在）

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

（資　産　の　部） （負　債　の　部）

流動資産
現金及び預金
売掛金
商品
仕掛品
短期貸付金
未収入金
前払費用
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物
減価償却累計額
建物（純額）
工具、器具及び備品
減価償却累計額
工具、器具及び備品（純額）
土地
建設仮勘定
無形固定資産
借地権
ソフトウエア
その他
投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
長期前払費用
敷金及び保証金
繰延税金資産
その他　

4,235,844
2,875,655
1,102,637

3,986
30,763
173

39,906
170,822
12,523
△626

3,767,345
2,423,963
1,290,823
△129,320
1,161,503
63,696

△47,039
16,657

1,179,658
66,143
405,601
305,984
99,616

0
937,780
72,012
363,510
76,137
137,758
287,577

784 　

流動負債 2,433,634

買掛金 142,372

未払金 640,778

未払法人税等 686,445

未払消費税等 159,293

前受金 717,042

預り金 72,411

その他 15,293

固定負債 42,820

資産除去債務 42,820

負債合計 2,476,455

（純　資　産　の　部）
株主資本 5,521,967

資本金 800,623

資本剰余金 874,680

資本準備金 641,793

その他資本剰余金 232,886

利益剰余金 4,296,415

利益準備金 10,584

その他利益剰余金 4,285,830

繰越利益剰余金 4,285,830

自己株式 △449,751

評価・換算差額等 4,767

その他有価証券評価差額金 4,767

純資産合計 5,526,734

資産合計 8,003,189 負債・純資産合計 8,003,189

（単位：千円）
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損益計算書（自　2021年10月１日　至　2022年９月30日）

科　　　　　　　　　　　　　目 金　　　　　　　　　　　　　額

売上高 8,913,282

売上原価 2,587,955

売上総利益 6,325,326

販売費及び一般管理費 3,333,621

営業利益 2,991,704

営業外収益

受取利息 31

受取配当金 340

雇用調整助成金 715

物品売却収入 1,444

基地局設置収入 2,008

為替差益 1,456

その他 537 6,533

営業外費用

支払利息 487

株式報酬費用消滅損 23,618

その他 203 24,309

経常利益 2,973,928

特別損失

投資有価証券評価損 29,995 29,995

税引前当期純利益 2,943,933

法人税、住民税及び事業税 1,020,353

法人税等調整額 △74,628 945,725

当期純利益 1,998,207

（単位：千円）
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東 京 事 務 所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 南 山 智 昭

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 野 田 裕 一

独立監査人の監査報告書
2022年11月25日

株式会社  イ  ン  ソ  ー  ス
取　締　役　会　御  中

監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社インソースの2021年10月１日から
2022年９月30日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結
株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠して、株式会社インソース及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損
益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の
基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監
査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、
監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切
な監査証拠を入手したと判断している。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し
開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運
用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人
はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、そ
の他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか
検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注
意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その
事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作

連結計算書類に係る会計監査人の監査報告
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成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企
業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する
ことにある。
連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重
要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書
類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又
は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があ
ると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業
的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した
監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎と
なる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制
を検討する。
・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの
合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認
められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書に
おいて連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事
項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の
結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企
業として存続できなくなる可能性がある。
・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計
算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
・連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監
査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査
人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し
た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項に
ついて報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守
したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減
するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利
害関係はない。

以　上
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東 京 事 務 所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 南 山 智 昭
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 野 田 裕 一

独立監査人の監査報告書
2022年11月25日

株式会社  イ  ン  ソ  ー  ス
取　締　役　会　御  中

監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社インソースの2021年10月１日か
ら2022年９月30日までの第20期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等
変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の
基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査
法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのそ
の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手
したと判断している。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し
開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運
用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人は
その他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その
他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討
すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を
払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その
事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作
成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切で
あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する
ことにある。
計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要
な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判
断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業
的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した
監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎と
なる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、
リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検
討する。
・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの
合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証
拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書にお
いて計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適
切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、
監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として
存続できなくなる可能性がある。
・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等
が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し
た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項に
ついて報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守
したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減
するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監　査　報　告　書

　当監査役会は、2021年10月１日から2022年９月30日までの第20期事業年度の取締役の職務の執行に
関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下の通り報告いた
します。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(1) 監査役会は、当期の監査方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告
を受け、必要に応じて説明を求めました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、当期の監査方針、監査計画等に従い、取締
役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるととも
に、以下の方法で監査を実施しました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受
け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財
産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役等と意思疎通及び情報の交換
を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。
②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制及
びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100
条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されて
いる体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定
期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。
③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、
会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計
監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に
掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備
している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

監査役会の監査報告
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常 勤 監 査 役(社外監査役) 田 渕 文 美 ㊞
監査役 (社外監査役) 山 下 　 守 ㊞
監査役 藤 本 周 平 ㊞
監査役 (社外監査役) 飯 塚 一 雄 ㊞

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益
計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照
表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果
①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めま
す。
②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められませ
ん。
③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システム
に関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果
　会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2022年11月25日

　
以　上
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株主総会会場ご案内図
会　場 東京都千代田区丸の内一丁目7番12号

サピアタワー　5階
ステーションコンファレンス東京
　電話 03-6888-8080

交　通 ▌JR東京駅日本橋口直結　八重洲北口改札徒歩2分
▌東京メトロ東西線大手町駅B7出口直結

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

呉服橋
交差点

呉服橋
バス停

永代通り
丸
の
内

ト
ラ
ス
ト
タ
ワ
ー日

本
橋
口

B7出口

キッチン
ストリート

北口 北口
新丸ビル

丸ビル

丸の内
オアゾ

地下鉄
大手町駅

中
央
口

中央口

南口 南口

八
重
洲
口

J
R
東
京
駅

丸
の
内
口

大丸

外
堀
通
り新幹線

中央乗換口

新幹線
南乗換口

丸
ノ
内
線
　
東
京
駅

東西線

サピアタワー
（ステーション

コンファレンス東京）


